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平 成２７年６月 定 例 会

代 表 質 問 通 告 書 一 覧 （ ６月２６日 ）

答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 関西広域連合への部分参加について 知 事

（１）なぜ、奈良県が、観光・文化振興と防災の２分野のみの

参加でなければならないのか。

（１８番） （２）知事は、リニア中央新幹線の中間駅設置位置について大

清水 勉 変心配をされているが、今後は、関西広域連合の構成員の

(維新の党) 一員として、２０２７年の東京から名古屋間のリニア中央

新幹線開業に加えて、大阪までの同時開業と中間駅設置に

ついて強力に「発言」をされるべきと考えるがどうか。

２ 「奈良モデル」の継続の是非について 知 事

（１）今後、ますます弱体化するであろうと思われる市町村の

経営状況を、「奈良モデル」の継続によって維持すること

が可能な期間はそれほど長くはないと考える。市町村が将

来にわたって自立していくためには、地方自治の仕組み

を、県と市町村がともに検討していく必要があると考える

がどうか。

（２）奈良県営水道の経営を長期間に安定したものとし、供給

先の公営企業の経営安定化を図るためには、密な連携が必

要であると考える。今後において、人口減少に伴って余剰

が見込まれる用水量を有効活用するため、給水エリアを拡

大する等の対策が必要であると考えるが、今後の見通しに

ついて伺いたい。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（１８番） （３）市町村においては、技術職員の不足等の課題を抱える公

清水 勉 営企業が多いが、現在、公共下水道事業等において、民間

(維新の党) と同様の公営企業会計に移行する取組が進められている。

この機会に、ファシリティマネジメントの観点からも、市

町村内での上下水道事業の統合や、広域での公営企業の統

合等を進めることが必要と考えるが、県として、市町村の

公営企業の統合等を積極的に進める考えはあるのか。

３ 私学の高等学校授業料の無償化について 知 事

家庭の経済的な理由から、望む学校に進めないというこ

とが生じるようなことがあっては、「少子化対策」にも影

響が生じると思われるが、私学の高等学校授業料の無償化

への可能性について伺いたい。

４ 健康寿命日本一を目指す取組について

（１）「健康ステーション」について 知 事

健康づくりに向けた個人の意識改革を図るには、気長な

取組が必要であり、また、なかなか成果を数字で表しにく

いと思うが、「健康ステーション」の果たす役割は大きい

と考える。この「健康ステーション」の今後の展開方針に

ついて、増設の検討も含めどのように考えているのか。

（２）たばこ対策について 教 育 長

「なら健康長寿基本計画」の目標では、平成３４年に小

中学校の敷地内禁煙１００％の達成を目指すとのことであ

るが、平成３４年を待たずとも、早急に達成すべきであ

り、「健康長寿日本一」を目指すためには、子どもの頃か

らの教育が大変重要であると考えるがどうか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 奈良市八条・大安寺周辺地区におけるＪＲ新駅設置構想に 知 事

ついて

（１）京奈和自動車道（仮称）奈良インターチェンジとＪＲ新

駅は何年に供用開始することを目標として取り組まれてい

（２４番） るのか。

田尻 匠

(民主党) （２）国・奈良県・奈良市・ＪＲ西日本の費用負担について、

現在どのように協議されているのか、進捗状況について伺

いたい。出来る限り県が主導権を持って進めるべきと考え

るが、如何か。

（３）駅前広場の整備は奈良市が事業主体とされているが、奈

良県の主要玄関口の整備として位置付け、県が積極的に参

画し、団体観光バスの待機場所や観光周遊バスのターミナ

ル等、拠点施設の整備を検討していくべきと考えるが、如

何か。

しかし当地域は市街化調整区域も多くあり、また開発に

対する法的規制もあるが、事業を確実に力強く推し進める

ため、知事の強力なリーダーシップを発揮し取り組んでい

くべきと考えるが、如何か。

２ 新奈良県総合医療センターについて

（１）「断らない救急医療病院」として県民の期待に応えるに 知 事

は、医師の確保、看護師や職員の確保が最大の課題と考え

るが、展望を伺いたい。

（２）現状でも県道枚方大和郡山線の富雄川沿いは朝・夕を中 知 事

心に渋滞が発生していることから、道路対策は必須であ

り、都市計画道路石木城線の整備だけでなく、県道枚方大

和郡山線中町工区の早期整備が必要であると考えるが、現

在の状況と今後の見通しについて伺いたい。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（２４番） （３）公共交通機関を利用する病院利用者は大変多くなると予 知 事

田尻 匠 想されるが、鉄道駅からのアクセスは非常に悪いと言わざ

(民主党) るを得ず、バス・タクシーの利用が多くなると思うが、バ

ス事業者である奈良交通と新路線についての協議が現在ど

のように進められているのか伺いたい。

（４）第二阪奈有料道路中町インターチェンジ付近の平城遷都 知 事

１３００年記念事業のパーク・アンド・バスライドの駐車

場であった県有地は現在空地のまま放置されているが、新

奈良県総合医療センターの整備にあたって、この機会に積

極的に活用されるべきと考えるが如何か。

（５）西の京自動車学校跡地等の県有地について 【 要 望 】

３ 県営プール跡地活用プロジェクトについて

（１）ホテル事業の優先交渉権者である森トラストとは、どの 知 事

ような内容を合意し、決定されたのか、伺いたい。

（２）ホテル以外に、コンべンション施設や駐車場、バスター 知 事

ミナル等を必須条件として新たに民間事業者を公募をする

ことについて、現在の状況や見通しを伺いたい。また、民

間事業者からの応募がなかった場合はどうされるのか、県

が直接施設を建設・運営することも選択肢としてあるのか

伺いたい。

（３）大規模イベント会場の整備について 【 要 望 】

４ 公立学校の耐震化と空調設備の整備について 教 育 長

（１）県内の公立小中学校及び高校の耐震化率１００％を早急

に達成する事が急務であると考えるが、どのように取り組

んでいくのか。

（２）今日の生活スタイルや児童・生徒の体力的なことを考え

ると、県内の公立小中学校及び高校に早急に空調設備の設

置を進めるべきだと考えるがどうか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（２４番） ５ 治安対策について 警察本部長

田尻 匠

(民主党) （１）奈良県警察として、電車・バスを始め公共交通機関の

国際テロ対策について、どのような取り組みをされてい

るのか。

（２）今後、警ら体制を強化するための奈良県警察官の増員を

どのように考えているのか。

１ 外国人観光客誘客の取組の充実について 知 事

（１）円安等に伴い、外国人観光客が増加しているが、本県で

の外国人観光客のおもてなし環境の充実に向けてどのよう

に取り組んでいくのか。

（ ４番）

山中 益敏 （２）外国人観光客の増加に向け、デジタル環境の整備は有効

(公明党) であると思うが、ＩＣＴの活用についてどのように考えて

いるのか。

２ 地域包括ケアシステムの構築に向けた取組について 知 事

（１）本県における地域包括ケアシステムの構築に向けた市町

村の取組状況と、今後、県ではどのように市町村を支援

し、地域包括ケアシステムの構築を進めようとしているの

かについて伺いたい。

（２）奈良市平松地区において、奈良県総合医療センター跡地

を活用し、県・市連携による地域包括ケアシステムの拠点

づくりを進めようとしているが、奈良市とのまちづくりに

関する包括協定締結後、どのように協議を進めているの

か。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（ ４番） ３ 奈良県独自のドクターヘリの導入について 知 事

山中 益敏

(公明党) 県独自のドクターヘリの導入に向けて検討が続けられて

いるが、現在の取組状況について伺いたい。また、県独自

のドクターヘリ導入に関する知事の所見を伺いたい。

４ 大和川流域の総合治水対策について 知 事

（１）大和川流域整備計画における流域対策を総合的に進め、

効果を発現するためには、進捗が遅れている市町村が足並

みを揃えて対策を進めることが必要と考えるが、県として

どのように取り組んでいくのか。

（２）流域対策の一つとして県が平成２４年度から取り組んで

いる水田貯留は、どのような効果が期待できると考えてい

るのか。また、今後の取組方針について伺いたい。

５ 鳥獣被害対策について 農 林 部 長

捕獲体制を強化する「鳥獣保護法の一部を改正する法

律」が本年５月２９日に施行されたが、これを受けて、鳥

獣被害の防止に向け、どのように取り組んでいくのか。


